

















































































































5）   郷黨「其在宗廟朝廷，便便言，唯謹爾」。
6）   先進「子路率爾而對曰，…」。
7）   先進「鼓瑟希，鏗爾，舍瑟而作」。
8）   述而「二三子以我爲隱乎，吾無隱乎爾」。





















14）   『三國志』魏書・崔琰傳に「太祖怒曰，諺言生女耳，耳非佳語，……」。




































































































28）    『索隱』「按許慎云，耼，耳曼也，故名耳，字耼，有本字伯陽，非正也，然老子號伯陽父，此傳不稱也」。
『正義』「耼，耳漫無輪也，神仙傳云，外字曰耼，按，字，號也，疑老子耳漫無輪，故世號曰耼」。
29）    『經典釋文』序録・注解傳述人「老子者，姓李名耳，字伯陽」注記に「史記云，字耼，又云曲里人」。





















































































45）    「彼堯舜之耿介兮」注。補注に「耿，古迥、古幸二切」。
46）    「耿吾既得此中正」注。
47）   『古今韻會擧要』上二十三梗・耿（古幸切）小韻。






















































































































































































































































































































































112）     泮水。疏は箋を引いて「格」を「獲」に作る。校勘記に「閩本、明監本、毛本同，案獲當作格，箋文是，
格字，正義下文云，謂臨陣格殺之可證」。
113）阮元本は「聝」を「馘」に作る。




115）     十一篇上二（36a）水部「飲歃也，从水弭聲」段注「緜婢切，十六部」。『周禮』春官・小宗伯釋文に「鬯
渳，亡婢反，杜音泯，亡忍反，李亡辨反」大祝釋文に「渳，彌爾反」。
116）季春之月。
117）     十一篇下（32a）非部「靡，柀靡也，从非麻聲」段注に「文彼切，古音在十七部」。








































119）     澤存堂本『廣韻』に「𦗕」は三音あり，『玉篇』にある二音では，五支・糜（靡為切）小韻に「𦗕，
乗輿金耳」，四紙・靡（文彼切）小韻には「𦗕，乗輿金耳也，又美為切」というが，『玉篇』に無い音，
六脂眉（武悲切）小韻に「𦗕，金飾馬耳，又武卑切」という。








124）     周語上。今本（明道本、公序本）『國語』は「遂」を「隧」に作る。韋昭注「回禄，火神，再宿為信，
耹隧，地名」。
125）四庫全書本『國語補音』に「耹隧，音琴，禮疏引此文作黔，補音巨今反」。「巨今反」は「禽」と同音。












































133）     小徐は「三十二」を「三十三」に作る。
134）     二徐は「五」を「四」に作る。大徐は「聵」の或體「𦘄」を載せないので「重四」になるが，小徐は「重
五」である。
135）     九篇上（7a）頁部「頷，面黃也」段注に「今則頷訓爲頤，古今字之不同也」。また「𩔞」字段注に「方
言作頷，於說文爲假借字」。『方言』は卷 10「頷、頤，頜也」。





























136）     九篇上（4a）。段注「𦣞下曰，𩔞也，𦣞者古文頤，與此爲轉注」。
137）     頤「自求口實」『集解』引く鄭玄注。中華書局本『周易集解纂疏』は「頤」下に「中」字無し。『段注攷正』
に「頤中，今雅雨堂本、汲古閣本、張氏惠言本，中，並作者」。



























































150）     禮三本。中華書局『補注』本、『解詁』本はいずれも「流光」を「流澤光」に作る。『史記』禮書、『荀
子』禮論篇は「流澤廣」に作る。
151）     釋詁上。
152）     周語下「晉羊舌肸聘于周」章。「昊天有成命」の「於緝熙」の解釋。今本『國語』は「明」下に「也」
字が有る。

















157）     雜辨部「𢨪戺，音俟，上説文，下經典相承」。
